
  
   
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 
 

 
 

 

 

主な解答例 割合（％） ○ 二 39.6 × 五 25.2 × 四 12.3 × 六 9.0 × 上記以外の解答 12.5 ― 無解答 1.4 
 

段落相互の関係を指導する際には，文章の内容をしっ

かりととらえさせるようにしましょう。 

誤答を見ると，五段落の後ろに入ると考えた児童が多いことが分かる。これは五段落に初めて「親切な心」というキーワードが登場するため，そこだけに着目して五段落の後に抜けた段落が入ると判断したと考えられる。 

接続語「また」に着目することで，段落のつながりが不自然であることに気付く。 

第１・２学年 読むこと   時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。 
第３・４学年 読むこと    目的に応じて，中心となる語や文をとら え て 段 落相互の関係や 事 実 と 意見 と の 関 係を考え，文章を読むこと。 

第５・６学年  読むこと    目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。  
段落相互の関係を指導する際には，例えば「○○を読み，内容を分かりやすくポスターに表して伝え合おう」といった単元を貫く言語活動を設定し，内容を構造化して表すといった，目的に応じて分析的に読む学習を仕組むことが大切です。その際，指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす役割に着目させることも大切ですが，キーワードに着目させながら，筆者が考えや意見を述べるために，どのような具体例を挙げているのか，文章の内容をしっかりとらえさせるようにすることが重要です。 


